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ま え が き 

 
高齢社会が本格到来し、65 歳以降も社会において活躍し続けたいと願う高齢者が増えて

いる。本研究は「人生 100 年時代」を見据え、雇用や賃労働で働くことを超えて、社会貢献

活動も「就労」の視野に入れながら、人生の最終期においても生きがいを感じることが出来

る生涯キャリアをいかに作るかを考えていくものである。 
本報告書は、研究期間初年度に企業に勤める従業員に対し、自身のキャリアとボランティ

アや社会貢献活動の関わりについて座談会形式で調査した内容を収録している。 
本調査は、大手商社と大手金融機関の協力を得て、65 人の社員から聞き取りを行ってい

る。調査は企業人のボランティア活動に主眼をおいているが、根底にあるテーマは生涯キャ

リアであり、いかに自分らしいキャリアを作っていけるのかということにある。折しも働き

方改革が実行され、長時間労働から脱却しつつある職場は、少し風通しが良くなり、こうい

ったことも考えられるような雰囲気になってきているようである。 
まずは調査にご協力いただいた 2 つの企業と、調査をセッティングしてくださった担当

者、および、忙しい業務の合間に調査に参加してくださった社員の方には深く感謝申し上げ

たい。 
本調査での知見は、2018 年度に実施されたアンケートの調査設計に活かされている。 
本報告書が今後の社会生活やキャリアを考える上で、企業の人事、CSR 担当者、政策担当

者をはじめ、NPO や社会貢献活動に携わる人々の参考になれば幸いである。 
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